
栃木支部  小林　聡

　足利第三中学校の教師である私は、現在、男子バ
レーボール部の顧問をしています。年末に地域のバ
レーボールチームの人たちや女子バレーボール部員
も含めた交流試合を行いました。老若男女入り乱れ
ての交流試合は大いに盛り上がり、改めてスポーツ
の素晴らしさを認識させてくれました。地域のバレー
ボールチームには部員たちの保護者もたくさんいて、

その日の夕食は交流試合の話題で持ち切りだったと
聞いて、試合を企画してよかったと心から実感した
次第です。
　また、スポーツを楽しむための要素として真剣勝
負は大切な柱です。この日の試合は全員にたぎる闘
志と熱い想いが十分すぎるほど溢れていたのです。

専修 コミュニティ

会員寄稿 随想

生涯スポーツを楽しむ

育友会監査役  堀尾清一

　人は一生で何人の人と出会うのだろうか……。人生
80年として、何らかの接点を持つ人＝30,000人、学
校や職場、近所の人＝3,000人、親しく会話を持つ
人＝300人、友人と呼べる人＝30人、親友と呼べる
人＝３人、とか。まさに天文学的確率である。
　思えば、人は、人と人との関係性の中でしか生きて
はいない。親子の関係も、子供がいるから親と言える
のである。子供に感謝。
　長年、言葉を扱う仕事に携わってきて思うことがあ
る。言葉というものはやっかいなもので、時に人の心
を容赦なく傷つけ、ひと言で心が凍りつくこともあれ
ば、人を喜ばせたり元気づけたりもする。それが言葉
の力。だからこそ、相手の心に届く言葉で語りたいと

思う。
　こんな言葉がある。「これまでがこれからを決める」
のでなく「これからがこれまでを決める」。数学者の藤
原正彦氏の言葉である。また、作家の志茂田景樹氏の
言葉を借りれば「今、この場が出発点」。私の好きな
言葉である。
　娘の人生は誰のものでもない。他の人の人生と変わ
ってもらうことはできない。娘だけが歩いていけるた
だひとつの道。常に前を向いて、自信を持って自分の
道を自分の足で歩んでほしいと願うばかりである。私
自身然り。
　いくつになっても「今、この場が出発点」。人と人と
の関係の中でこそ、まだ気づくこと、学ぶことがある。

会員寄稿 随想

今、この場が出発点

　原稿用紙１枚（400字）程度からでも投稿できますの
で自由な内容でお書きください。１ページ最大1,500 字
程度です。原稿と併せて写真も歓迎いたします。
　採用させていただいた方には記念品を進呈いたします。
　応募は、E-mail、郵送、FAXいずれの方法でも結構で
す。お名前、ご住所、電話番号をお書き添えの上、お送
りください。誌面スペースの都合で掲載できない場合や

【送り先】　専修大学育友会事務局
　　　　　〒101-8425  東京都千代田区神田神保町 3-8
　　　　　F A X 　03-3265-5082
　　　　　E-mail　ikuyuuka@acc.senshu-u.ac.jp

投 稿 を 募 集 し て い ま す
一部割愛する場合があることを予めご了承ください。
　現時点で投稿しようか迷っていらっしゃる方は、巻末
アンケートはがきの投稿チェック欄に印をつけてください。
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